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坂東市は、平成１
７年３月２２日に
岩井市と猿島町が
合併して誕生した
市で、茨城県の南
西部に位置し、利
根川を挟んで千葉
県野田市と接し、
茨城県への玄関口
となっています。
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壬生町と坂東市を比較すると、人口・世帯
数では壬生町の約１．３～１．４倍、面積
では壬生町の約２倍。職員数では約１．６
倍。

人口：55,052人
世帯：20,084世帯
面積：123.03km2

職員数：400人（H28年度）

人口：39,663人
世帯：15,796世帯
面積：61.06km2

職員数：251人（H28年度）

坂東市 壬生町
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庁舎の老朽化、狭隘化
• 岩井庁舎は築51年 猿島庁舎は築47年を経過、耐震性
に問題があり。特に岩井庁舎は庁舎が狭隘であったた
め、それぞれの庁舎が行政機能を分担する分庁方式で
対応していた。

窓口の分散
• 岩井と猿島の分庁方式を採用したため、市民にとって
さらに分かりにくい市庁舎となっていた。

東日本大震災による庁舎機能の低下
• 2011年3月に発生した大地震により、岩井庁舎は被災
して、以来安全確保のため仮庁舎にて運営。
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まちの拠点となる「ランドマーク性の高い
庁舎」

すべての人にやさしい「開かれた庁舎」
多くの市民が集い開放的で「活気に溢れた
庁舎」

安全・安心で「災害に強い庁舎」
自然エネルギーを生かし環境に配慮した
「先進エコ庁舎」

5



6



7



8



9



10



平将門にちなみ甲冑をイメージした色（墨色） 11



 地下１階
• 駐車場 書庫 倉庫

 １階
• 窓口 税務 福祉 ATM 行

政情報コーナー 法務局
証明サービスセンター
市民カフェラウンジ 多
目的ホール

 ２階
• 教育 都市 産業 教育長

室
 ３階

• 広聴 総務 企画 市長室
副市長室 大会議室（災
害対策室）

 ４階
• 議会 展望ラウンジ

 ５階
• サーバー室
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Ａ 防災の面から見た庁舎

Ｂ 住民の目から見た庁舎

Ｃ 職員の目から見た庁舎
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LCB庁舎
Life Continuity Building

• 想定外の災害をも想定し
た災害の備え

• インフラの確保
 非常用発電機、給排水な
どの設備は在館者７日分
を確保

• 最大２１日間の業務継続
を想定
 ローエネルギーモードで
最大２１日間の生活継続
が可能

ソーラーチムニー
電力が不要な換気システム
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柱頭免震装置

オイルダンパー
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大会議室
（災害対策室）

大会議室内防災端末
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• 浸水防止のために１階床を地盤面より120cm嵩上げ
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Ａ 防災の面から見た庁舎

Ｂ 住民の目から見た庁舎

Ｃ 職員の目から見た庁舎
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市民テラス
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総合案内の配置・整理券による案内
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分野ごとに色分けされた窓口
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仕切りがされ、プライバシーに配慮
窓口は全席ローカウンター
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プライバシーに配慮した相談室
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法務局証明発行センター ATMコーナー

コピー機 血圧計
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市民カフェラウンジ
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多目的ホール
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ボルダリング・キッズスペース

授乳室
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行政情報コーナー
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議会関係

親子で傍聴できる特別席
29



Ａ 防災の面から見た庁舎

Ｂ 住民の目から見た庁舎

Ｃ 職員の目から見た庁舎
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フルフラットで仕切のないデスク
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会議室及びオープンスペース
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執務エリアへのドアがある相談室
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市民エリアと業務エリアを分けるセキュリティ
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業務支援エリア
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ご清聴
ありがとう
ございました
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